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生きて働く知

c1

生きて働く知

　個別最適な授業づくりを目指す。各単元や一単位時間の中で
課題を自分で選んだり決めたりするなどの、自己選択・自己決
定を重視する。学力層ＣＤ層の多い実態を正面から見据え、「分
かる」「できそうだ」を大事にした、個々人の学力の「伸び」に着
目した授業展開を積み重ねていく。子どもの意見を取り入れた
学習計画を立て主体的な態度を育んでいく。

本年度は、学校教育目標である「個別最適な授業づくり」を意識した取組
を進めた。各単元や一単位時間において、児童が課題を自ら選択・決定
する場面を設け、自己選択・自己決定を重視した授業を実施した。また、
学力層ＣＤ層の多い実態を踏まえ、「分かる」「できそうだ」という感覚を大
切にしながら、個々の学力の伸びに着目した指導を心がけた。さらに、児
童の意見を一部取り入れた学習計画を作成し、主体的な態度の育成に
努めた。総じて、教育目標に沿った取組は概ね実施できたと考える。

B 生きて働く知

b1

豊かな心

c2

豊かな心

①たてわり活動を充実させ交流を深める。上級生が良きロール
モデルとなっているので、それぞれの学年で目指すべき目標に
近付けるスキルを定着させていく。
②学年チームとして児童理解を進め、誰もが自分が受け入れら
れていると実感できる、共感的な人間関係を、授業を含めた学
校生活全般で醸成する。

①たてわり活動では、高学年による運営・実践を重ねながら相手意識の
高まりを実感していた。ペア学年での交流を広げることも目標に掲げた。
ペアでの身近なかかわりの中から、社会性の育成にもつなげられてい
る。
②教科分担制や少人数指導など複数の指導体制により、児童理解が深
まった。教務部が主体となって、学校の実態把握をもとにして、育てたい
子ども像を教職員全体で協議した。子どもたちの強みや課題を把握しな
がら、共感的な学級・学校作りにつながった。

B 豊かな心

b2

健やかな体

c3

健やかな体

①ロング昼休みなど休息時間の確保を確実にする。②児童会
活動を中心にあいさつ運動に取組み、あいさつを返す習慣をさ
らに定着させる。
②長縄フェスティバルや体を楽しく動かす体力アップなど、児童
会活動の企画した取組を計画的に実施して体力の向上に努め
る。その際に体力・運動能力調査の分析に基づいて行う。

ロング昼休みなどの休憩時間を有効に活用し、遊びを通した運動活動を中心に
日常的に体を動かす機会を確保した。その中で、同じ動きを繰り返し行う運動も継
続的に取り入れることで、子どもたちが運動に親しみながら自然と身体活動を習
慣化できるよう支援した。
また、体を楽しく動かすことを目的とした体力アップ活動など、児童会活動として企
画した取り組みを計画的に実施した。これらの活動は、事前に行った体力・運動
能力調査の結果を分析し、その実態を踏まえて内容を工夫したものであり、児童
一人一人の体力向上や運動への意欲の高まりにつなげることができた。

B 健やかな体

b3

地域連携
学校運営協議会

c4

地域連携
学校運営協議会

①南瀬谷小ボランティアによる活動が定着した。地域への発信
を重視し、保護者、地域の方が当たり前のように来校し、学習
生活の支援をすることができるように取り組んでいく。
②小中合同学校運営協議会４年目に入る。単位自治会での訓
練への児童の参加を目指す。

①今年度は学校ボランティア活動から、より地域に根差した活動を推進するため
に、地域協働活動として「南小地域応援隊」を立ち上げた。この活動により、保護
者と地域の方々にボランティア登録していただき、見守り、読み聞かせ、花植え、
学習支援の4つのボランティア活動が始動できた。
②小中合同運営協議会により、地域との連携が密に図られ、児童の学習活動を
地域で展開できるように協力を依頼した。地域防災訓練への児童参加や、総合的
な学習を通して、地域夏祭りに児童が参加したり、集会所を利用してイベントを開
催したりすることができた。

A
地域連携

学校運営協議会

b4

いじめへの対応

c5

いじめへの対応

①いじめ防止対策委員会では、事案の共有の後、具体的な対
応についても検討していく。教職員の人権感覚を高めていくこと
に、研修等を生かし留意する。②聞き取りシートなど、より良い
対応方法をすぐに取り入れて、学校全体で組織的な対応を継続
していく。

毎月のいじめ防止対策委員会では、いじめ対応情報管理システムの導入をきっ
かけに、委員会所属の教員で話し合うだけでなく、全職員参加のもとで事案の情
報共有と具体的な対応の検討を行った。全職員が同じタイミングで共有すること
で、全職員が学校の様子を知ることができるようになった。また、いじめの定義な
ど基本の確認を行うことで、職員の対応能力の向上と人権感覚を高めることがで
きた。基本対応をする上で、聞き落としなどがないように聞き取りシートの活用を
進めていくなかで、常にそれを使えるような環境を考えていく必要がある。

A いじめへの対応

b5

人材育成・
組織運営(働き方)

c6

人材育成・
組織運営(働き方)

①教職員のキャリア形成を意識した管理職面談を積み重ね、先
を意識して業務にあたれるようにする。全学年での教科担任制
を進め、教材研究の共有を進めていく。②次年度をまたない業
務改善を、OODAループとして重ねていく。

必要に応じて面談を行い、各々のキャリアステージに合った目
標を立てたり、授業改善に取り組むことができた。
教務主任を中心にデータを分析し、自分たちの業務実態を客観
的に見つめ、どこに原因があるか率直な意見交換をする場を設
けることができた。今後も、継続して業務改善に取り組んでい
く。

B
人材育成・

組織運営(働き方)

b6

特別支援教育

c7

特別支援教育

①特別支援教室の環境整備を全教職員で行い、ユニバーサル
デザインについて理解し、学びや環境のユニバーサルデザイン
化を推進する。②誰もが学習に参加できているか、常に教育活
動を見直し、子どもの思いに寄り添いながら誰一人取り残すこと
なく、授業に参加できるように授業改善を行なっていく。

小中合同特別支援研修会を行い、児童・生徒へどんな支援が
出来るかを考える時間を設けた。支援を必要とする児童・生徒
の具体的な見取り方、教育的ニーズとはどのようなことなのか、
それをどうやって支援計画・指導計画におとしていくか、保護者
との合意形成の図り方などを、講師から伺い教職員で改めて確
認することができた。また、各学年で来年度に個別級または通
級、取り出し等につながる児童を把握し、スムースな移行ができ
るよう情報共有することができた。

B 特別支援教育

b7

児童指導

c8

児童指導

①「学校のきまり」を児童の実態にあったきまりに改善していく。
②職員会議において児童理解の内容を扱うことを定例化し、児
童の状況を共通理解する。③「Y-Pアセスメント」を活用し、多面
的な児童理解と具体的な支援・指導を実践する。④不登校児童
の思いに寄り添って学習の支援の在り方を探り、ICTも活用しな
がら学びが継続できるようにする。

①児童指導支援部会で子どもや学校の実態に合う学校生活の決まりを
見直し改善した。②教職員全体で児童理解を進め、打ち合わせや会議を
通じて必要に応じて共通理解を図った。
③YPの概念や構造を教職員で研修をして、自分づくりや集団づくりにつ
なげることができた。ICT機器の利用など運用の改善も進められた。④不
登校児童の思いや学習の機会保障など、個別の支援計画に基づいて教
育的ニーズの把握した。校内の環境や教育的ニーズへの具体的対応に
ついて今後も継続して取り組む必要がある。

A 児童指導

b8

GIGAスクール

c9

GIGAスクール

ICTの効果的な活用の仕方について検討し、共有する。

全校を通じて一人一台端末が普及し、授業の中でも日常的に
活用できるようになった。その反面、高学年を中心に端末の不
適切利用も増加しているので、来年度は運用上共通理解が必
要なことを教職員内で共有し、朝会等で全校に発信していく取り
組みも行っていく。

B GIGAスクール

b9

ブロック内
評価後の
気付き

　「一般学級における特別支援教育の在り方」をテーマに、小中合同研修会を実施した。本ブロックにおいても喫緊の課題であり、講師か
らのご指導のもと、小中の教職員が日頃取り組んでいる中で、成果が見られている点や困り感について意見交換を行い、情報共有を図
ることができた。小中授業研究会では、各教科部会において「９年間で目指す子ども像の具体化」を視点に協議を進めた。今年度は視点
を明確にしたうえで協議会をもつことができたため、それぞれの校種における成果がより明確に見えてきた。「9年間で目指す子ども像の
具体化」の実現に向けて、日々の授業の中でどのように取り組んでいくかについて、今後も継続して情報を共有しながら実践を深めていく
必要がある。また、児童・生徒の背景には共通する部分が多いため、児童・生徒指導に関する情報交換をより密に行い、小中間でつなが
りのある指導を構築できるよう、連携を一層強化していきたい。

ブロック内
評価後の
気付き

ブロック内
評価後の
気付き
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c10

0

0

0

b10

中期取組
目標
振り返り

　今年度は、中期学校経営方針に基づき、学習・生活・健康・地域連携の各領域で計画的に取組を進め、一定の成果が見ら
れた。授業面では、児童の自己選択・自己決定を取り入れた学習づくりが進み、主体的に学ぼうとする姿が一部で育ち始めた
が、基礎基本の未習得層への支援や言語化の力の育成は継続課題である。生活面では、たてわり活動やペア交流を通して
思いやりや社会性が育った一方、規範意識や生活リズムの改善が必要である。地域連携やいじめ対応、特別支援教育、人材
育成は前進があり、それが本校の強みとなるよう継続して取り組んでいく。次年度は、学びの振り返りの質向上、規範意識の
育成、地域・小中連携の深化などを目指していきたい。

中期取組
目標
振り返り

中期取組
目標
振り返り

学校関係者
評価

　学校運営協議会委員より、今年度は総合的な学習を中心に、地域を活用した教育活動が展開できたことに、高評価をいただいた。しか
し、保護者の学校評価では、教育活動と地域連携については評価が高くなく、次年度に向けて、より地域を活用した教育活動の推進と、
子どもの活動を周知していく必要性が意見された連合自治会代表からは、児童のあいさつが明るく、元気よくなっていることを評価され
た。また、地域のごみ拾い活動を児童が自主参加のもとに行われていることにも評価をいただけた。しかし、放課後には公園での遊び方
や、ごみの散乱などの問題点があることも指摘されている。児童指導を通して、学校内のルールを、放課後の生活にも汎用的に順守して
いくことができるように継続的に指導していくことが必要である。

学校関係者
評価

学校関係者
評価


